


 



 

 

 





瑞浪市道の駅整備事業について

令和６年１０月３日

建設部シティプロジェクト推進課
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１「道の駅」の目的と機能

（目的）

・道路利用者への安全で快適な道路交通環境の提供

・地域の振興に寄与

（機能）

【休憩機能】 ２４時間、無料で利用できる駐車場・トイレ

【情報発信機能】 道路情報、地域の観光情報、緊急医療情報など

を提供

【地域連携機能】 文化教養施設、観光レクリエーション施設など

の地域振興施設

（基本コンセプト）

出典：国土交通省HP
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２「道の駅」の仕組み

■「道の駅」は、市町村又はそれに

代わり得る公的な団体が設置

■登録は、市町村からの登録申請に

より、国土交通省で登録

■登録要件は、２４時間利用可能な

駐車場・トイレ、情報提供施設、

地域振興施設を備えていること

■整備の方法は、道路管理者と市町

村等で整備する「一体型」と市町

村で全て整備を行う「単独型」の

２種類

出典：国土交通省HP ３



３「道の駅」第３ステージについて

出典：国土交通省HP ４



４ 令和５年度実施事業等について

■ 道の駅計画地の現地測量及び地質調査業務

■ 道の駅整備運営事業スキーム検討調査業務

■ 国土交通省（多治見砂防国道事務所）、恵那市との

情報共有
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５ 令和６年度実施事業等について

■ 道の駅整備運営事業スキーム検討調査業務成果から

の課題等の整理と検証

■ 国土交通省（多治見砂防国道事務所）、恵那市との

情報共有
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６ 道の駅整備運営事業スキーム検討調査

１ 事業スキームについて

総合評価として、定性的評価、定量的評価（ＶＦＭ）、民間事業者の意向

等の結果を踏まえると、ＤＢＯ方式が最も優位性があるといった結果にな

りました。ＤＢＯ方式とは、従来方式とは異なり、設計・建設、維持管理

及び運営を公共が民間事業者に一括発注する方式。

２ 市場調査について

民間事業者の参画可能性、創意工夫の可能性、事業採算性、事業スケジュ

ール等事業化にあたっての課題等を整理することを目的として、民間事業

者へのアンケート調査を実施しました。加えて、事業スケジュール及び運

営独立採算型で運営し得る可能性等について民間事業者の意見を十分に反

映するために、個別にヒアリングを実施しました。
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道の駅整備運営事業スキーム検討調査②
（DBO方式）

料金設定は市
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施設配置イメージ
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道の駅整備運営事業スキーム検討調査③

１ アンケート調査の結果

（１）導入機能について

・回答者の約７割が適当もしくは概ね適当と回答している。

・収益施設（よろずや、飲食施設、特産品販売施設、イベント広場、チャレ

ンジ広場）の収益性や需要の見通しが明らかでないことを懸念する意見が

みられた。

・基本計画に示す導入機能の他にふさわしいと考える機能として、防災機能

や屋外施設（ファミリーパターゴルフ場、アスレチック施設等）が提案さ

れた。

（２）配置計画について

・回答者の約８割が概ね適当と回答している。

・敷地が南北に分かれていることによる利用者の移動上の安全確保や管理の

しにくさへの懸念、河川の合流位置が計画対象地であることに関して、水

害の危険性への懸念に関する意見が示された。
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道の駅整備運営事業スキーム検討調査④

（３）官民連携事業手法の導入について

・官民連携事業手法の導入の有効性について、期待できるとの回答は約７割

となっている。

・他事例での成功例や、民間ノウハウの活用により効果的・効率的な事業の

実施が期待できる。

・地元企業の参画が難しい、地元意見が反映されないのではないかという懸

念、事業の収益性や投資回収の見通しが分からない、長期に渡る事業であ

るためリスク負担に懸念がある等の意見が示された。

（４）事業手法について

・全体として、ＰＰＰ/ＰＦＩ事業の知識や経験が乏しいため、判断しかね

るとの意見もあったが、運営実績を有する企業では、民間主導で計画・運

営することによる利便性の向上などの効果を期待する意見があった。
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道の駅整備運営事業スキーム検討調査⑤

２ ヒアリング調査の結果

（１）導入機能・施設規模・配置について

・大きく１棟を整備するのではなく、機能ごとの施設整備を検討してみて

はどうか。

・飲食も含めたダイニングカフェのような施設を別に整備するのが良いの

ではないか。

・追加すべき機能として、水辺を生かしたアウトドアやＥＶパークなどキ

ャンプ施設が想定される。

（２）施設の維持管理・運営について

・河川エリアの活用が重要であり、河川を利用した施設整備も検討できる。

・民間主導で運営を見据えた施設計画をすることで、利便性の高い施設整

備につながる。

・道の駅の運営においては、運営事業者が重要であり、設計段階から運営

事業者の意見を入れていく必要がある。
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道の駅整備運営事業スキーム検討調査⑥

（３）望ましい事業手法について

・ⅮＢＯ方式を基本にして、公共的サービスと集客（収益）施設

のバランスを取れば良い。

・民間のノウハウが活用でき、かつ公共的サービスについても行

政側の意向が反映されやすいⅮＢＯ方式が望ましい。

・集客性を考えるとＰＦＩ事業の導入は困難。

（４）事業参画の可能性について

・国道１９号瑞浪恵那道路の開通時期を見極めながら、施設の計

画や建設を段階的に進めることや、地元の資源や特産品を活用

した施設や商品を開発する必要がある。
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６ 多治見砂防国道事務所との協議等

（瑞浪市）

・国との一体型整備を目指している。

・地域資源の活用、河川を活用した水辺空間の創出等、地域

の賑わいづくり、地域振興や防災の拠点としての整備を計

画している。

（多治見砂防国道事務所）

・瑞浪市、恵那市が近い位置での整備を計画していることか

ら、機能面等での差別化を図ることが必要である。

（恵那市）

・令和５年度から「道の駅基本計画」を策定中。
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７ 今後の予定について

■ 国との一体整備に向けた協議

■ 国道１９号瑞浪恵那道路の工事進捗等を踏まえた、道の

駅整備スケジュールの検討

（基本設計、運営事業者の公募、詳細設計、工事、開駅）

■ 道の駅整備運営事業スキーム検討調査業務の成果を踏ま

えた導入機能及び導入施設等の検証
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